
昭和⼤学薬学部同窓会総会議事録 
■⽇時：２０２３年６⽉２４⽇（⼟）16:30~17:40 
■場所：昭和⼤学上條記念館 ⼭百合（ハイブリッド Zoom） 
■出席者（敬称略）    
 ⽯崎真美⼦、稲垣愛美、稲垣雅彦、稲垣昌博、川上恵⼦、⾦⽥⼀成⼦、倉⽥なおみ、⼦安秀、佐藤淳⼀、 
 佐藤弘敏、佐藤頼⼦、佐野敦彦、塩原仁⼦、篠原千佳、清⽔美穂、⾕村⾹蓮、津村ちひろ、中⻄孝⼦、 
 ⻄村泰徳、沼澤聡、野部浩司、林 義晃、松澤邦雄、⼭元俊憲、與儀美由紀 
 リモート参加：安藤秀⼈、⼤野賢⼀、⼩林勉、塩川秀寿、武⽥康紀、野本雅樹、⻄⾕直之、廣井理⼈、

藤⽥哲泰、村尾由美、⼭元紀代美 
 事務局：南部京⼦ 会計：渡辺正孝 
 
■司会：⼦安秀 
 昨年総会から本⽇までにご逝去された⽅々に黙とうを捧げた。 
■議⻑：沼澤聡 
１号議案：2022 年度事業報告 
 稲垣雅彦会⻑より報告があった。 
 ⼊学式、卒業式、ホームカミングディ等の⼤学⾏事、富⼠吉⽥１年⽣の⽩⾐授与式、地⽅部会への参加。
執⾏部の役割と⼈事を決定。⼤学や４学部会⻑会の連携活動。令和５年号「四季」発⾏。 

２号議案：2022 年度決算報告・監査報告 
 中⻄孝⼦会計より 2022 年度収⽀決算について報告があり、佐藤監事、稲垣監事より 2022 年収⽀につ
いて、適正に処理されていると報告があった。 

 以上審議の結果 2022 年度収⽀決算報告が承認された。 
３号議案：2023 年度事業計画 
＊稲垣雅彦会⻑より全体の計画について報告があった 

• 継続して維持できる「同窓会」を⽬指し⼀般社団法⼈化に向けて検討していく 
• ⼤学 100周年に向けた４学部同窓会として⼤学とより連携していく 
• 懇親会も含めた同窓会としてのハラスメント対策をしっかりと構築する 

６つの委員会を中⼼に運営をすすめ、コロナ禍で出来なかった⽀部との懇親会を復活し、地⽅との連携
を充実する。 
＊四季・広報委員会：武⽥委員より本年度も例年どおり同窓会 HP, FB, 会報誌「四季」による情報を発
信を継続する旨の説明があった。 
＊病院薬剤師委員会：⾦⽥⼀委員より「病院薬剤師不⾜（偏在）解消のため同窓会としてできることを⾒
出す活動を始める旨の説明があった。卒業⽣の就職先調査、病院勤務者の顔合わせ（集まり）、病院薬剤
師のやりがい、魅⼒を発信、中⼩病院で活躍している同窓⽣にキャリア⽀援とコラボで発信、薬薬連携
（病院（⼊院）⇔在宅）難病や終末期でも在宅でも過ごすための⽀援など。 
＊薬局薬剤師委員会：⻄村委員より薬局薬剤師向けの開業セミナーや勉強会、会員内のデッドストック
医薬品の購⼊、医薬品の共同購⼊、ICT についての⽅向性や情報収集について提案していく旨の説明が
あった。 



＊学内⽀部：野部委員より学内⽀部設⽴に向け活動する旨の説明があった。 
＊学術委員会：佐野委員よりオンライン講演会の企画、昭和⼤学医学・医療振興財団へ推挙できる⼈材を
発掘する旨の説明があった。 
＊キャリア⽀援委員会：佐藤頼⼦委員より就職サポートシステムを更新し、同窓⽣が経営する薬局や病
院の求⼈を⾒やすい形にする。⼤学キャリア⽀援室と連携し、再就職、新卒のサポートを進める旨の説明
があった。 
＊４学部連携委員会：稲垣会⻑より４学部会⻑会を中⼼に⼤学や他学部との連携を進める旨の説明があ
った。 
以上、審議の結果 2023 年度事業計画が承認された。 
４号議案：2023 年度予算案 
中⻄会計から 2023 年度予算案について説明があり、審議の結果 2023 年度予算案は承認された。 
５号議案：同窓会規定 ⼀部修正の件 
稲垣会⻑から第５章 役員・他 第８条（役員）３．幹事 ３０名内を「２０名以上３０名以内」に、４．
常任幹事 １０名内を「１０名以上１５名内」に修正するとの提案があり、審議の結果 承認された。 
６号議案：選挙管理規定 ⼀部修正の件 
稲垣会⻑から下記修正の提案があった。 
第７条 ⽴候補者、推薦候補者は正会員１０名以上の連署の推薦状を提出しなければならない 
         ↓ 

第７条 ⽴候補者は正会員１０名以上の推薦状(⾃署または電磁署名)を提出しなければならない 
第９条 ⽴候補者、推薦候補者および推薦者は、選挙⽇現在で正会員の資格を有するものでなくてはな
らない      ↓ 

第９条 ⽴候補者および推薦者は、選挙⽇現在で正会員の資格を有するものでなくてはならない 
以上、審議の結果、承認された。 
その他 
１．稲垣会⻑から常任幹事会での決定に基づき薬学部同窓会法⼈化について説明があった。 
会員数は１万⼈となり、社会的信⽤性と透明性を担保するために、⻑期的に継続できる組織とするため
にも薬学部同窓会の法⼈化（⼀般社団法⼈）について 2024 年度総会での決議を⽬指す。 
2023 年９⽉まで、会員からの意⾒をつのり、準備を進める。 
２．⻄村薬局薬剤師担当委員から第５６回⽇本薬剤師会学術⼤会（和歌⼭）にて同窓会を開催する予定で
あり、詳細は後⽇、HPに掲載すると報告があった。 
倉⽥副会⻑より閉会のお⾔葉をいただき閉会した。 
 
 


